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研究　東洋

　

平
成
二
十
九
年
四
月
、
当
研
究
所
は
本
学
の
儒
学
文
化
研
究
所
を
統
合
し
、
新
生
東
洋
思
想
研
究
所
と
し
て
再
出
発
を
切
っ
た
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、
現
代
儒
学
部
門
、
現
代
仏
教
部
門
、
西
洋
哲
学
部
門
、
イ
ス
ラ
ム
思
想
部
門
の
四
部
門
体
制
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、

各
部
門
で
定
期
的
に
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
設
立
十
周
年
を
明
年
に
控
え
、
東
洋
思
想
研
究
所
の
専
任
研
究
員
は
四
名
、
そ
の

他
の
研
究
員
が
十
四
名
、
国
内
客
員
研
究
員
十
六
名
、
海
外
客
員
研
究
員
二
名
、
顧
問
等
を
加
え
る
と
総
勢
四
十
二
名
の
陣
容
が
整
っ

た
。
研
究
所
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
貢
献
の
た
め
の
東
洋

思
想
を
構
築
す
べ
く
、
所
員
一
同
、
力
の
限
り
精
進
す
る
決
意
で
あ
る
。

　

本
誌
『
研
究　

東
洋
』
も
、
今
回
で
第
八
号
と
な
っ
た
。
本
学
伝
統
の
「
孔
子
祭
」
に
お
け
る
海
外
識
者
の
記
念
講
演
、
各
部
門
か

ら
の
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
地
元
市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
専
門
書
の
翻
訳
等
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
儒

学
や
仏
教
等
の
東
洋
思
想
を
学
問
の
領
域
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
な
く
、
広
く
社
会
に
開
放
す
る
。
こ
れ
が
当
研
究
所
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
。
今
後
と
も
、
東
洋
思
想
の
究
明
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
一
般
市
民
の
方
々
に
も
愛
読
さ
れ
る
研
究
誌
を
目
指
し
て
努
力
を
重
ね
た

い
と
思
う
。

　

さ
て
、「
無
力
感
の
病
」
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
現
代
人
が
無
力
感
や
絶
望
感
に
襲
わ
れ
る
の
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
巨
大
化
や
複

雑
化
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
。
根
本
的
に
、そ
れ
は
近
代
以
降
の「
個
」の
目
ざ
め
に
起
因
し
て
い
る
。
個
の
自
覚
が
な
い
古
代
人
に
と
っ

て
、
無
力
感
の
悩
み
は
さ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
個
に
目
ざ
め
た
か
ら
こ
そ
、
現
代
人
は
自
分
の
無
力
感
を
嘆
く
。
ま
た
、

自
分
が
嫌
い
に
な
っ
た
り
、
反
対
に
自
分
を
過
剰
に
愛
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　

仏
教
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
個
の
自
覚
は
自
我
へ
の
執
着
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
た
ん
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
上
の
釈
尊
が

無
我
を
説
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
釈
尊
は
死
の
間
際
に
「
自
己
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
せ
よ
」
と
教
え
た
と

い
う
。
仏
教
が
否
定
す
る
の
は
、
偽
り
の
自
己
へ
の
執
着
で
あ
る
。
真
実
の
自
己
は
、
む
し
ろ
究
極
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
言
っ
て
よ
い
。

か
く
し
て
大
乗
仏
教
は
、
こ
の
真
実
の
自
己
を
「
大
我
」
と
も
名
づ
け
た
。

発
刊
に
よ
せ
て
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大
我
は
、
国
家
や
社
会
に
と
ど
ま
ら
ず
地
球
全
体
、
結
局
は
宇
宙
全
体
を
包
み
込
む
巨
大
な
自
己
を
指
す
。
そ
れ
は
、
個
で
あ
り
な

が
ら
全
体
で
あ
る
。「
個
即
全
」の
自
己
で
あ
る
。
仏
教
は「
一
人
の
小
さ
さ
」や「
一
人
の
空
し
さ
」を
説
く
教
え
で
は
な
い
。
か
え
っ

て
「
一
人
の
巨
大
さ
」
を
説
く
。
真
の
仏
教
は
個
人
主
義
で
あ
る
。
た
だ
し
、
近
代
的
な
「
小
さ
な
個
人
主
義
」
で
な
く
、
近
代
が
次

に
向
か
う
べ
き
「
大
き
な
個
人
主
義
」
を
志
向
す
る
。

　

大
き
な
個
人
主
義
に
立
て
ば
、
一
人
の
人
間
は
決
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
の
歯
車
な
ど
で
は
な
い
。
社
会
シ
ス
テ
ム
の
全
体
に
見
え
ざ

る
巨
大
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
部
分
で
あ
る
。「
個
即
全
」
と
い
う
仏
教
の
存
在
論
に
よ
る
限
り
、
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、

私
た
ち
が
そ
の
事
実
を
五
感
で
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
あ
る
。
人
は
本
来
「
大
き
な
個
人
」
で
あ
る
。
つ
な
が
れ
た
一
つ
で
は

な
く
、
つ
な
げ
る
一
つ
で
あ
る
。
つ
な
が
り
の
起
点
と
な
る
一
つ
で
あ
る
。
つ
な
が
れ
た
個
人
は
無
力
感
に
襲
わ
れ
る
が
、
つ
な
げ
る

個
人
は
使
命
感
を
持
っ
て
生
き
る
。

　

大
乗
仏
典
の
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
「
宝
塔
」
な
ど
も
、
そ
う
し
た
「
一
人
の
巨
大
さ
」
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　
　

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日


